
　
　
刊
行
に
よ
せ
て

　

一
九
二
一
年
、
渋
沢
敬
三
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
〝
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
ソ
サ
エ
テ
ィ
〞
は
、
戦
時
中
に
日
本
常
民
文
化
研
究
所

と
改
称
さ
れ
（
一
九
四
九
年
、
財
団
法
人
に
認
可
）、
一
九
八
二
年
に
は
神
奈
川
大
学
に
招
致
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究

所
は
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
創
設
以
来
、「
常
民
」
の
等
身
大
の
生
活
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
民
具
や
古

文
書
の
収
集
、
整
理
、
漁
村
・
漁
業
史
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
領
域
を
対
象
に
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
二
神
島
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
は
、
財
団
時
代
の
一
九
四
九
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
六
年
間
に
取
り
組
ん
だ
水
産
庁
の

委
託
業
務
「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
一
九
五
一
年
か
ら
宮
本
常
一
・
網
野
善
彦
・
河
岡
武
春
ら
に
よ
っ
て

着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
数
々
の
成
果
を
あ
げ
て
終
え
ま
し
た
が
、
一
九
五
四
年
の
訪
問
時
に
借
用
し
た
「
二
神
文
書
」
の

一
部
が
神
奈
川
大
学
に
移
管
さ
れ
た
あ
と
も
未
返
却
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。
神
奈
川
大
学
常
民
研

で
は
、
他
調
査
地
の
分
も
含
め
た
こ
れ
ら
借
用
文
書
の
返
却
業
務
を
最
優
先
事
業
と
位
置
づ
け
、
整
理
作
業
を
終
え
た
文
書
か
ら
順
次

所
蔵
者
へ
返
却
す
る
方
針
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。「
二
神
文
書
」
に
つ
い
て
も
、
早
速
一
九
八
二
年
に
メ
ン
バ
ー
が
二
神
島
に
赴
き
、

ご
当
主
二
神
司
朗
氏
と
返
却
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訪
問
を
機
に
新
出
文
書
の
発
見
も
あ
っ
て
二
神
島
の
再
調
査
の
計
画
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
の
詳
細

は
本
書
収
録
の
「
調
査
・
研
究
の
軌
跡
」
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
進
展
と
と
も
に
そ
の
対
象
は
瀬
戸
内
海
全
域
ま
で
広
が
り
、

し
か
も
歴
史
学
、
民
俗
・
民
具
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学
な
ど
諸
学
の
協
同
に
よ
る
学
際
的
な
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
本

書
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
論
考
に
加
え
、
断
続
的
に
進
め
て
き
た
共
同
研
究
の
集
大
成
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
末
尾

に
掲
載
し
た
既
刊
や
刊
行
予
定
の
成
果
な
ど
と
併
読
し
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

本
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
資
料
所
蔵
者
や
地
元
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
前
進
の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
方
の
厳
し
い
ご
批

判
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
　
　
　

二
〇
一
六
年
一
一
月
吉
日
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